
最終処分品日ごとのごみ処理の涛

埋立処分までの「ごみ処理の流れ」 剋幕ﾆ主体(排出元) 

喜劇鴻閑職朝陸自8の排出される流れ 剿{組合 

"宇刈最終処分場及び一宮最終処分場 

i水処理施設(水処理工程から排出される脱水汚泥)i 

J(本組合が処分場へ運搬) 

一宮最終処分場(埋立場)へ埋立処分i 

漢音 

〇回の排出される流れ 凵y磐田市衛生70ラント】 

"磐田市衛生プラント　　　　　　　　　"袋井衛生センター 剩ﾖ田市 

iし尿(バキュームカーで搬入)i　　iし尿(バキュームカーで搬入) 凵y袋井衛生センナ】 

J　　　　　　　　　　　　　　　　　　J 剔ﾜ井市森町広域 

衛生プラントで無害化処理　　　　　I衛生センターで無害化処理 剄s政組合 

J　　　　　　　　　　J 

区画　　　　　　直垂 

(磐田市が処分場へ運搬)J　　　　　　　　J(当該組合が処分場へ運搬) 

一宮最終処分場(埋立場)へ埋立処分 

看漢圏の排出される流れ 剪n域の自治会 
"地域の自治会 �(袋井市"森町) ※現在、磐田市は 一宮最終処分場以 外(磐田市内)へ搬 出している。 

i地域の自治会で側溝清掃(美化清掃など)i 

J 

晴掃後、側溝汚泥を一旦乾燥させる(やり方は市町ごと異なる)i 

J(肩町が処分場へ運搬) 

宮最終処分場(埋立場)へ埋立処分 
漢音 

漢書案田圃の排出される流れ "磐田市クリーンセンター 剩ﾖ田市 ※現在、焼却灰の 概ね半分を資源 化民間施設へ搬 

i可燃ごみをクリーンセンターへ搬入 

J 

囲 剌oしている。 
J　　　J 

i焼却炉から排出された灰(主灰)IIフィルタで集めた重金属類等(飛灰)i 

J(磐田市が処分場へ運搬)J 

一一百最終処分場(埋立場)へ埋立処分 
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れ(現状→　民間委託する箇所) 資料2-1

埋立処分までの「ごみ処理の流れ」 倬hｼh益�ﾂ烏(�ﾋ2��

千国の排出される流れ ��ﾈ皐�9��*ﾈﾔﾈ刺ﾗ2�
・申達クリーンセンター ��ﾙ�xﾘr�

i可燃ごみをクリーンセンターへ搬入 

J 

区画 
J　　　　J 

iスラグ・メタルの生成∴i匪じん器で集めた重金属等(溶融飛灰)1 

J(当該組合が処分場へ運搬) 上官最終処分場(埋立場)へ埋立処分 

臆題臆臆臆音　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　量容量星登園 

喜田の排出される流れ 冏ｹ�xﾘr�
"粗大ごみ処理施設 

i金物・小型家電製品 

J 

i粗大ごみ処理施設の破砕機で破砕 

J(金属類)　　　J(不燃物) 

也　　　　不撚奔画 

(本組合が処分場へ運搬) 

上官最終処分場(埋立場)へ埋立処分 

園田圏の排出される流れ 
・粗大ごみ処理施設 

i陶磁器類等(がれき)と灰混じりの土砂等(火災残済)l 

J 

l粗大ごみ処理施設へ搬 

J(本組合が処分場へ運搬) 

上官最終処分場(埋立場)へ埋立処分 

菓題
" ・直営(一宮最終処分場)から、民間委託に変更する業務

★具体的には、 「廃棄物の運搬業務と処分業務」

(中遠広域事務組合　一般廃棄物　最終処分のあり方報告書(令和2年9月) 3ページを一部改変)
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資料2-2

(2)本圏域の個別廃棄物ごとの処理量

令和3年度における埋立ごみのうち、個別廃棄物ごとの処理量は、グラフのとおりである。

○特　徴

・磐田市クリーンセンターから排出される主灰・飛灰、中遠クリーンセンターから排

出される溶融飛灰を合わせた焼却灰の量は、埋立ごみ量全体の約6割である。
・地域住民から排出されるがれきの量は、埋立ごみ量全体の約2割である。

・地域住民から排出される金物・小型家電製品を粗大ごみ処理施設で破砕した際に有

価物を取り除いた残溶(不燃残湾)の量は、埋立ごみ量全体の約1割である。

過去3年間の埋立ごみ量の推移(令和元年度一3年度)　　　　　(単位: t)
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